
企業が自社の人材を成長させる方法は変化しました。

従業員のスキルを成長させる仕組みを再構築する時です。
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「すべてのことを単独のソシューションで実現

可能と言っているベンダーは嘘をついています。」



タレントデベロップメントリーダーの

3人に2人は、従業員と組織を変革する

ための新しいソリューションを探してい

ます。※1

しかし市場にはシステムが乱立しており、

現在、学習のためのシステムとツールが

1,000以上もあります。※2

どのテクノロジーを採用するか、そして

どのように導入するかについて、誰もが

混乱しています。多くの製品は外観と主

張は似ていますが、連携して機能したり、

データを共有できたり、既存のインフラ

にうまく適合できるものは多くはありま

せん。すべてのことを単独のソシュー

ションで実現可能と言っているベンダー

は嘘をついています。

このガイドは、テクノロジーへの投資に

ついて正しく意思決定を行うために、考

えをリセットし、余計なノイズをカット

することを目的としています。決して売

り込みではありません。世界で最もイノ

ベーティブな組織で最も進歩的な経営層

とDegreedの調査結果からの新鮮な洞

察を提供するオリジナルの分析です。

テクノロジー企業、プロフェッショナル

サービス企業、銀行のL＆Dリーダーを

歴任したガイド読者の一人は、こう述べ

ています。

『人材開発に投資を考えている場合は

これが参考になります。』

お役に立てれば幸いです。※3

再起動する時です

https://trainingmag.com/satisfaction-learning-technology-inextricably-linked-strategy-and-planning
https://elearninfo247.com/2017/01/27/the-top-10-lmss-for-2017-part-1-10-5/


ATDのデータによると、従業員のスキル

セットの52％近くが会社のビジネス分

野、戦略、目標、ビジネスモデルに一致

していないといいます。※4

もしタレントデベロップメントソリュー

ションがスキルギャップを埋めることが

できるならば CEOの半数が効果的なイ

ノベーョンを妨げている問題を解決する

ことになると考えています。※5

しかし、誇大広告、虚偽の主張、似たよ

うな宣伝の中、タレント人材開発テクノ

ロジーの展望をナビゲートしていくこと

は困難です。このガイドでは、ベンダー

を紹介するのではなく、貴社組織のニー

ズに基づいてソリューションを選別する

簡単なプロセスを紹介します。

次の5つのステップで行います。

問題の特定 問題を知らなければ解決策を見つけることができません。

問題を特定し、適切なテクノロジーソリューションを見

つけやすいようにします。

要件の収集 会社の規模、既存システム等を考慮したタレントデベ

ロップメントテクノロジーの検討要素は数多くあります。

問題の特定後、組織だけでなく従業員がソリューション

から何を必要としているかを特定します。

ポテンシャルのある

ソリューションを探す

貴社の問題を解決できると主張するベンダーはたくさん

いますが、ベンダーの評価方法がわかると、精査しやす

くなります。専門用語を読み解き、実際の選択肢を明ら

かにすることで、偽りを見つけ、絞り込みます。

適切なベンダーを

選択する

有力な候補ベンダーを精査し、要件と比較し、さらに要

件を深く考え、5つのルールに基づいてニーズに最も適

したものを特定します。

価値を経営層に

伝える

ベンダー選別が最後のステップではありません。テクノ

ロジーが従業員へ導入され、成功するまでが重要です。

導入成功のためには経営層からの賛同が必要です。その

ためのビジネスケースのフレームワークを紹介します。

1

2

3

4

5

プロセスをシンプルに

https://d22bbllmj4tvv8.cloudfront.net/83/74/450e8cb644188b984d6528d43d58/2018-skills-gap-whitepaper-final-web.pdf
https://www.pwc.com/gx/en/ceo-survey/2019/report/pwc-22nd-annual-global-ceo-survey.pdf


適切なタレントデベロップメントソリューションを探す前に、

新しいテクノロジーだけでなく、新しい『視点』から始めてく

ださい。つまり本当に解決する必要のある問題を特定すること

です。

始めるための質問例は次のとおりです。

貴社ビジネスの最優先事項は何ですか？

そしてどのようにして最優先事項はスキルアップ戦略に

合致させることができますか？

現在の学習戦略・キャリア戦略が十分機能していないのは

なぜですか？

将来必要なスキルを特定する方法はありますか？

様々なチーム内のスキルギャップを特定できますか？

現在、ナレッジを効率的に文書化、共有、発見することが

できていますか？

組織内で需要の高いスキルを育成する方法はありますか？

上記の質問は包括的な問題にまでさかのぼることができます。

ほとんどのHRシステム、リソース、戦略は分断されています。

残念ながら、それらが互いに機能したり、情報を共有したりす

ることはほとんどありません。

言い換えると学習とスキルの向上に関するデータは、現在のと

ころ、不完全な状態です。その洞察がなければ、経営層や人事

部は、学習、採用、ビジネス上の新しい取組みを効果的に推進

するための情報を得ることができません。

Step 1
問題の特定



データ
タレントデベロップメント部門のトップのわずか6.5％し

か、自社のタレントマネジメントシステムが社内の他の

エンタープライズシステムと十分に連携されていないと

述べています。

（2014年の8.5％から低下しています）※6

テクノロジーを導入する際の最大の障壁はユーザーエク

スペリエンスではなく、複数のシステムと統合ができな

いことです。※7

対応方法
このセクションで判明する問題は、タレントディベロッ

プメント部門だけにとどまらないことがわかります。こ

れらの問題を特定することは、学習戦略をビジネス戦略

や採用戦略に結び付けるのに役立ち、その後、一体とな

り、連動するソリューションにつながります。

事例
BMO Financial Group

BMO Financial Groupはカナダで最も古

い銀行です。また北米の大手金融サービス

企業の1つでもあります。従業員は22か国

に点在しているため、BMOのチーフラー

ニングオフィサーであるGina Jeneroux氏

は、会社にソーシャルでコラボレートでき

るアップスキルソリューションが必要であ

ることがわかっていました。

『すべてのコミュニケーションを活用し、

業界標準のコンテンツ、記事、ビデオを利

用して、よりリッチで統合された、ダイナ

ミックな学習体験環境を作りたかったので

す。弊社の採用戦略とビジネス戦略を組み

合わせた学習体験の考えは、従業員を導い

ています。』とJeneroux氏は述べていま

す。

https://campaigns.thestarrconspiracy.com/2017-learning-buyer-report/buying-trends/
https://trainingmag.com/satisfaction-learning-technology-inextricably-linked-strategy-and-planning


問題を特定できたら、新しい目標に向け

て要件を作成します。ガートナーの調査

によると、能力開発に投資された額の

70％は無駄になっているといいます。

原因としては「見当違い・余計な・使わ

れていない」のいずれかです。※8

適切な質問をすることで、会社毎の固有

のニーズを満たす最終目標に向かって機

能する適切なテクノロジーに投資するこ

とができます。自分自身と利害関係者へ

の質問例を次に示します。

解決する必要がある重要なビジネス上

の問題は？

この投資の結果、達成したい目標は？

自社従業員が望んでいる学習体験はど

のようなもの？

1年後の成功をどのように判断？

どのような制約がありますか？

（予算、人員、ITサポートなど）

遵守する必要のある業界規制や社内ポ

リシーは？

L＆DやＨＲチーム以外の人とも会話し

てください。従業員、そのマネージャー、

および経営層を知ることで、彼らがどの

ような能力開発体験を役立つと思うかを

知ることができます。彼らの目標、課題、

習慣を特定し、既存の学習ソリューショ

ンに欠けているものを見つけ出します。

理想的なソリューションが見えてきたら、

組織全体にとってプライオリティ順に要

件をまとめます。これはRFPを再考する

機会です。既存のRFPは古くて多様性の

低いテクノロジー向けに作られた可能性

が高いです。RFPリストは、標準化され

たチェックリストでなく、貴社の真の

ニーズに基づいて作成してください。

ほとんどの中規模/大規模企業において、

組織すべてのタレントデベロップメント

ニーズに対応できる単一ベンダー/テク

ノロジーはありません。おそらく、次の

セクションで説明する連携統合されたテ

クノロジーであるラーニングエコシステ

ムが必要になります。

Step 2
要件の収集

https://www.ldc.govt.nz/assets/Uploads/CEB-Bulding-Next-Gen-LD-Function-excerpt-2016.pdf


データ
CHROの70％は、より速く変革するためのテクノ

ロジーに投資しており、50％はIT部門の負担を減

らすために投資しています。選定理由が低コスト

というCHROは44％にとどまっています。※9

対応方法
人々の考え方を変えましょう。タレントデベロッ

プメントテクノロジーに投資する理由は、単に効

率だけではありません。真の目標は、ビジネスと

従業員の生産性、俊敏性、競争力を高めることで

す。

事例
Airbnb

どのビジネスと同じように、拡大戦略はAirbnbに不可欠

です。しかし、グローバルラーニング責任者であるBarry

Murphy氏が構築する必要があった理由はそれだけではあ

りませんでした。Airbnbは急速に成長しているので、そ

の状況下では、次に必要なものに備える準備ができてい

る従業員を必要としていました。したがってMurphy氏は

従業員の能力開発体験環境を最適化しました。

「私たちがしなければならなかったことは、ラーニング

を活性化することでした。私たちはまだヴァーチャルト

レーニングを行っていますし、インストラクター主導の

集合研修トレーニングもまだあります。 そしてDegreed

パスウェイもありますし、小さなグループ単位で行える

ミートアップアプリもあります。しかし現在では、追加

予算なしで拡張できる方法で、それらすべてが連携構成

されています。」とMurphy氏は言います。

上記のようなエコシステムの構築には困難を乗り越える

必要がありますが、Murphy氏は次のように言っています。

「ユーザー同士がつながっている、はるかに強力な学習

体験環境に辿り着くことができます。それが正しくない

と主張する人はいません。そこまで辿り着くには少し苦

痛と改革が伴いますが、短期的なものです。」

https://www.pwc.com/us/en/services/hr-management/library/global-hr-technology-survey.html?WT.i_asset_id=AD.CA.NL.HR%20TECH%20SURVEY_07FY18&WT.mc_id=5130&WT.i_dcsvid=todd@degreed.com&utm_content=buffercb9ec&utm_medium=social&utm_source=twitter.com&utm_campaign=buffer


Step 3
ポテンシャルのある
ソリューションを探す

タレントデベロップメント
エコシステム

プロジェ
クト

希望
ポスト

希望業務

HCM LMS

Slack
Video
CMS

Share
Point

Udemy
ビジネス

Skillsoft
Harvard
Manage
Mentor

Plural
sight

LinkedIn
Learning

Mind 
Tool

O’Reilly
Get

Abstract

Other
People

YouTube TED
Microsoft
Virtual

Academy

Coursera edX Udacity NovoEd

Pocket

Feedly

Big Think
General

Assembly
The 

Economist

The Wall 
Street 
Journal

Stack
Overflow

チャンス

社内システム

貴社契約コンテンツプロバイダー

無償リソース

タレントデベロップメントが進化す

るにつれて、アップスキルとリスキ

ルの取り組みをサポートするツール

や機能も進化しています。従来の

ツールは学習管理を対象としていま

したが、現在では個々の従業員とマ

ネージャーが自分で能力開発を推進

し、能力開発を彼らの志望するキャ

リアと組織ニーズに結び付けるよう

にデザインされたツールがあります。

幅広い学習ソリューションを展開す

る時に、次のことを考えてみてくだ

さい。

これらのソリューションはラーニ

ングとトレーニングを組織に必要

な人材とスキルにどの程度正確に

結びつけることができるのか？

従業員自らが能力開発を行えるよ

うにするために、どのようなソ

リューションがよいのか？

従業員のやる気を促進するソ

リューションは？

学習を効果的に測定できるソ

リューションは？



LMSとLXPの違いは？

ラーニングマネジメントシステム（LMS）は、オンボー

ディング（入社時）コースやコンプライアンスコースな

ど、企業に必須なフォーマルトレーニングを提供するよ

うにデザインされており、管理者主体のトップダウンの

学習の取り組みに最適です。

ラーニングエクスペリエンスプラットフォーム（LXP）は、

フォーマルラーニング、インフォーマルラーニング、

ソーシャルラーニング、OJTラーニングのための環境を提

供します。LXPは、L&DやHRの管理者を支援するための

システムではなく、従業員が互いに自己判断で学習でき

るようにデザインされています。オンラインコースや

LMS上に作成された内部トレーニングなどのフォーマル

ラーニングリソースは、記事・ビデオ・ポッドキャス

ト・電子ブックなどのインフォーマルラーニングリソー

スと共にトラッキング・測定できます。最も包括的なLXP

プラットフォームは、新プロジェクトや希望ポストへの

チャンスという形で、学習のチャンスを提供します。LXP

の最も重要な特性は、学習の様々なリソース群すべてを

トラッキングでき、関連付けることができることです。

HCMとLXPの違いは？

HCMはHuman Capital Managementの略で、その名前

の通り、人的管理、つまり従業員データとそのプロセス

を管理するためにデザインされています。HCMシステム

は、給与管理、福利厚生管理、勤怠管理などのプロセス

を効率的かつ法的に準拠する必要があります。つまり、

LXPは従業員自らが能力開発を推進できるようにデザイン

されていますが、HCMは管理者が従業員を管理するよう

にデザインされています。

導入済のLMS/HCMで、能力開発ニーズを満たすことが

できるか？

ガートナーの調査によると、2020年までに、グローバル

中企業・大企業の30％が、HRとタレントマネジメントを

管理するためにクラウド上のHCMスイートへの移行に投

資することになると予想していますが、それでもHR要件

の20％～30％を別途調達する必要があります。なぜなら、

ほとんどのHCMシステムはラーニング機能とタレントマ

ネジメント機能を提供しますが、20～30％の割合で管理

者視点とユーザー視点の両方のニーズに完全に対応する

ことは依然として困難だからです。

ここでは、市販ツールと企業の目標を達成する必要な解決策を

マッチングするのに役立つ重要な違いを示します。

多くの企業には、LMS、LXP、HCMの

他にも、ビデオ配信、BIなどの分析

ツールなど、ラーニングエコシステム

として連携することができるラーニン

グテクノロジーツールがあります。

それらはそれぞれ異なる目的を果たし、

多くの企業は完全なラーニングとタレ

ントデベロップメントのエコシステム

を実現するためにLMS、LXP、HCMの

３つすべてが必要です。



データ
平均的に大企業は、70～120もの個別ソフトウェアと機

能を使用してHR業務を遂行しています。※10

そのうちの数十はL＆Dとタレントデベロップメントに関

連しています。

対応方法
境界を失くしましょう。ラーニングテクノロジーは、タ

レントマネジメント、HR、および関連システムに相互に

接続されている場合に最も効果的に機能します。しかし、

貴社にぴったりの組み合わせを見つけるためには、少し

考え、多くの調査が必要です。

事例
Atlassian

Atlassianは、JIRAやConfluenceなどのソ

フトウェアを開発して、人々の働き方を再

構築しています。従業員の働き方によって、

企業の学習に対する投資の仕方が決まりま

す。

「私のスタッフは何が起こったのかを理解

できたのです。」とAtlassianの元CLO、

Sam Haider氏は語りました。

起こっている事象に関する洞察に基づいて、

「コンテンツ/テクノロジー/適切なポイン

トで出会う人々」の組み合わせを常に精査

し、オペレーションを改善しながらイノ

ベーションを推進しているとHaider氏は

説明してくれました。

「すべてを行う必要はありませんが、重要

なことには根拠が必要です。L＆D部門は

『従業員にとって重要な学習体験のための

システムインテグレーター』である必要が

あります。私たちにとっては、それは組織

のライフサイクルを通じて、集合研修、オ

ンラインコース、マイクロコンテンツなど

を従業員に効果的に導くことです。」と

Haider氏は見解を述べています。

https://www.hrexaminer.com/70-hr-silos/


Step 4
適切なベンダーを
選択する
探しているものがわかったので、次に何が

できるかを考えてみましょう。いくつかの

調査結果を読んでください。そしてオフィ

スを出て、社外の人的ネットワークやコン

サルタントやアナリストに尋ねてください。

イベントや展示会に行くのもいいでしょう。

ベンダーにも話を聞いてみてください。何

社かのデモをご覧ください。そして候補リ

ストを作ります。

初期の要件リストをチェックするのは簡単

です。なぜなら要求する要件に合致する単

独の製品はほとんどないからです。

難しいのはそのリストから適切なソリュー

ションを選択することです。実際、テクノ

ロジー選択プロセスが効果的であったと考

える人材開発部門のトップは半数にも満た

ず、4分の1近くが自分たちの選択プロセス

は効果がなかったと認めています。※11

HRの意思決定者の60％近くが自らの購入

意思決定を後悔しています。※12

3. 購入することだけではなく、導入することを

考慮してください。

単に購入するだけであれば簡単ですが、導入す

るには継続的な努力が必要です。そのため導入

支援を積極的に提供し、チェンジマネジメント

プロセスをガイドするソリューションを優先し

てください。利害関係者の期待を果たすために

支援してくれたり、課題が発生した時にあなた

に協力してくれるベンダーを見つけてください。

4.ソフトウェアではなくパートナーを選択して

ください。

UIがどれほど洗練されていても、導入がいかに

簡単そうに見えても、ソフトウェア単体では変

化をもたらしたりしません。従業員そしてあな

たの成功は、ベンダーチームの柔軟性、経験、

スキルにかかっています。ですから投資する前

にそれらを知っておいてください。プロセス、

ドキュメント、サポート、コミュニティについ

て質問してください。

5. データだけでなく、洞察を考慮してください。

学習とスキルの洞察は、時間とリソースをどこ

に投資するかのビジネス上の決定を支援し、そ

れに応じてそれらの投資を調整するのに役立ち

ます。多くのソリューションはデータの洞察を

提供しますが、優れた購入者は購入前にこれら

のベンダーのデータ戦略を理解します。各ソ

リューションがデータをどのように収集して使

用するかを尋ねてください。

新しいソリューションを選択する際に、多くの

人が時代遅れの基準を使っているためと考えら

れます。

しかし最もイノベーティブな人事トップは、

5つの重要な異なる方法で選択します。

1. 効率性ではなく、適応性に投資

「すべてができます」と主張する単一システム

を見切ります。すべてのプロセス、コンテンツ、

ユーザーを1つのプロダクトにロックしても、

要件と優先順位が変化した時、または新しいオ

プションが出現した時には適応できません。

2. 費用ではなく、価値にフォーカス

Fosway Groupの調査によると、HCMをクラウ

ド型に移行する際、ライセンス費用という視点

での期待値は35％しかありません。※13

生産性の向上を考慮し、新しい可能性を検討し、

導入と活用を促進するために必要な時間と作業

も考慮に入れます。たとえば、導入自体が戦略

の重要な部分である場合、導入経験と導入費用

をベンダー（およびその顧客）に尋ねてみてく

ださい。

https://trainingmag.com/satisfaction-learning-technology-inextricably-linked-strategy-and-planning
https://www.ultimatesoftware.com/ContactForm/7010d000001LjEU
https://twitter.com/fosway/status/917503707075444739


データ
テクノロジー選定プロセスが効果的であったと考

えるタレントデベロップメント部門のトップはわ

ずか48％しかいませんでした。※14

対応方法
優先順位を考慮し直してください。ラーニングテ

クノロジーやタレントテクノロジーをもっと成功

させたい場合は、選定プロセスだけでなく、選定

基準を考え直してください。

事例
General Mills

General Millsの元タレントデベロップメント責任者であ

るSusie McNamara氏が学習のための新しいテクノロ

ジーを評価する時、彼女はテクノロジーそのもの以上に

細かい所まで徹底的に調べます。「テクノロジーが何を

するのか、テクノロジーが生み出している体験を確認す

るだけでなく、パッケージ全体についても考えます。」

と彼女は語りました。

「購入すると何が得られるのですか？キュレーターチー

ムは得られますか？マーケティングチームは得られます

か？これらの答えが、多くの場合、私に決断しやすい材

料を与えてくれました。私はテクノロジーや製品だけを

購入したのではありません。チーム全体を購入するので

す。私は彼らを私のチームの延長、つまりパートナーと

して見ます。」

https://trainingmag.com/satisfaction-learning-technology-inextricably-linked-strategy-and-planning


Goodでは
十分ではありません

Betterを
選択しましょう

クローズドシステム
（例：TMS、LMS、HCM）

オープンエコシステム
（例：API、各プラットフォーム）

魅力的なユーザーインターフェイス シンプルで使いやすい学習体験

パーソナライズラーニング スキルギャップ解消への道しるべ

学習と業務ツールとの統合 学習のルーティーン化・習慣化

社内ソーシャルラーニング
多様なネットーワーク化された
コミュニティー

参照データとレポート 直感的インサイトと分析

社内人事異動支援 スキルベースの社内登用/臨時登用

低価格 価値創出へのスピード感と持続的影響

導入サポート チェンジマネジメントへのガイド

Good Better

良いリファレンスと評判
強力なユーザーエンゲージメントと
実証済みの持続的影響力

魅力的な製品ロードマップ ビジョン、革新性、価値提供実績



貴社に最適なソリューションを特定することができましたが、経営層

や主要な利害関係者から賛同を得られない場合、そのソリューション

は導入することができません。ここでは、目的の投資価値を裏づける

ビジネスケースを作り上げる方法を説明します。

ビジネス価値を生み出すためにできることは、実際には4つだけです。

①売上の拡大、②利益率の拡大、③資産効率の最適化、④投資家の将

来への期待の強化です。以上です。タレントデベロップメントはそれ

らに直接貢献するかもしれませんし、しないかもしれません。しかし、

テクノロジー単体の影響はより間接的です。

HRテクノロジーのビジネスケースを作り上げるには、期待される利益、

コスト、効率、リスク、チャンスをこれらを上記の4つにリンクする必

要があります。そして投資がどのように影響するかを示します。それ

がシンプルであり本質です。しかし、これらの利点、コスト、効率、

リスク、チャンスを明確にするには、いくつかの作業が必要です。

上記を支援するために、IT（Forrester社のTotal Economic Impact™

モデル）とファイナンス（例えばDeloitte社のEnterprise Value

Map™）の両方のモデルを含む、確立されたモデルがあり、世界で最

もイノベーティブな企業の多くが協力しています。

Step 5

価値を経営層に
伝える



4つの主要なバリュードライバーにマッピングされたシンプルな質問群

インパクトを与えられるものは？

従業員のエンゲージメント

従業員の体験

タレント戦略における洞察

共有とコラボレーション

顧客体験の向上

より効果的なイノベーション
売上の拡大

ビジネス上の

価値

不要なコンテンツ契約

重複テクノロジーの削減

ITサポートへの負荷削減

運用・管理者育成の簡素化

直接的なコスト削減

合理化される間接費
利益率の拡大

生産性向上までの時間

ナレッジ＆スキル

LMS

学習コンテンツリソース

生産性の高い従業員

真に役立つリソース
資産効率の最適化

変革ツールとしての可能性

タレント人材把握

情報セキュリティ

従業員のリテンション

柔軟性の向上

リスク削減
将来への期待の強化

可能にするものは？ 牽引するものは？ 創出するものは？



購入後の後悔との決別

HRテクノロジーベンダーを選別したり、ビジネスケースを作

り上げるための万能の公式は残念ながらありません。なぜな

ら、すべての企業組織には、異なる目標、固有の課題、投資

評価方法があるからです。しかし適切な質問をし、選択肢を

理解することで、選択したベンダーの価値を効果的に経営層

に伝え、会社の期待、要件、そして最終的な成功を明確にす

ることができるでしょう。

「テクノロジーだけに注視したビジネスケースの作成は、

お勧めできません。一歩後ろに下がり、自社組織について

考えます。会社はどの方向に進もうとしているのか？また

その方向にはどのようなスキルが会社には必要か？など

です。」

Darren Bartlett氏、Imperial Brands社

LEARNING & DEVELOPMENT GLOBAL責任者
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